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　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

【目的】本論の目的は、日本における看護職の疲労と睡眠への対策の現状を知り、

今後に求められる支援の課題を検討することである。

【方法】「医学中央雑i誌Web（ver．5）」、「最新看護索引Web」、「CiNii」から、検

索式：（看護職and疲労and睡眠）により64件が対象となり、分析、検討を行った。

【結果・結論】結果、1994年から論文が発表され、2003年以降から論文数の増加が

みられた。研究デザインは、量的研究がほとんどで質的研究は2件であった。看護職

全体への、疲労と睡眠に対する労働支援に関する論文はほとんどみられなかった。

今後、看護職の疲労・睡眠についての包括的な看護労働対策を進めることが支援の

課題といえる。
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1．緒言

　睡眠は、日々の活動における疲労を回復するため

に最も重要な要素である。人間の生体は、昼間活動

して夜には睡眠を取るようになっている。しかし、

24時間医療提供の場である病院においては、夜勤・

交代制勤務は看護職の労働として当然とされる。看

護労働における夜勤は、その生理に反している状況

である。夜勤・交代制勤務の場合、健康上・安全上・

生活上のリスクが伴い、本来の睡眠をする時間帯の

夜間に睡眠が取れず、交代制の勤務のため生活リズ

ムつくりが困難となる。したがって、睡眠不足、睡

眠の質の悪さなどから、疲れが取れない状態での勤

務継続の可能性が考えられる。夜勤・交代制勤務では、

昼間の労働以上に心身への負担は大きい。そのため、

夜勤後は元のリズムに戻し、良質な睡眠を取って疲

労を回復させることが重要となる。

　人間の労働生活は、労働と労働力を再生産するた

めの生活によって成り立ち、交代制勤務の生活をと

らえることが重要である。小木1）は、夜勤・交代制

勤務は生活リズムの変調を伴い、多面にわたる影響

があると指摘している。さらに、疲労の増大と休養

不足、慢性的な安全・健康面への栄養がよく知られ

ているが、広く生活の質の低下も招きやすいと述べ

ている。疲労やストレスと夜勤・交代制勤務との関

連性を検討するのであれば、看護労働のみに注目す

るのではなく、生活全体をとらえる必要がある。

　一方、看護労働の中心は女性である。就業看護師

は952，723人（男53，748人、女898，975人）で、女

性が94．4％を占める2）。女性のライフサイクルである、

妊娠・育児期を検討することは、看護職にとっての

労働条件の向上につながるといえる。高橋3）によると、

看護職自身が積極的に対処し、自己の健康管理に努

める必要性はあるが、健康づくりへの組織の取り組

みなど、組織的サポートが求められるとしている。
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ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、看

護職の場合はとくに女性のライフサイクルに視点を

おいた支援が必要となる。看護職の疲労と睡眠を検

討することは、看護職の健康問題を考える上で不可

欠な問題である。

ll．目的

　文献から看護職の疲労・睡眠への看護労働対策に

関する研究動向を把握し、求められる支援の課題を

検討する。

皿．研究方法

1．研究対象

　看護職の疲労・睡眠に対する文献に関し、1992年

から2011年の20年間に発表された内容を検索した。

「医学中央雑誌Web（ver．5）」、「最新看護索引Web」、

「CiNii」から、検索式：（看護職and疲労and睡眠）

を条件に抽出し、　「会議録」を除いて選出した64件

が対象となった。

2．分析方法

　研究対象とした64件の看護職の疲労・睡眠に対す

る論文を、年次別・研究内容別に分類し、研究動向

を検討した。つぎに、論文の内容を概観し、今後の

支援の課題を考察した。

】v．結果

1．年代別にみる論文報告

　年代別の論文数を図1に示す。看護職の疲労・睡

眠に関する64件の論文は、1994（平成6）年からみ

られ、2003（平成15）年ころから増加している。年

図1　看護職の疲労・睡眠への看護労働対策に

　　　関する年代別文献数の推移

代別では、2010年が12件（18．8％）、2009年が10件

（15．6％）の順であった。

2．研究の種類と研究デザイン

　対象とした論文を表1に示す。論文は、「原著論文」

40件（62．5％）、　「解説・総説」9件（14．1％）、　「研究

報告」11件（17．1％）、「資料」4件（6．3％）であった。

研究方法は、　「解説・総説」の9件を除いた55件の

全てが「量的研究」であった。その中の2件が「質

的研究」として面接法、参加観察法を組み合わせて

いた。2交替勤務導入に伴う16時間勤務の勤務状況

や思いについての調査4）では、タイムスケジュール

による時間調査と半構成的面接が実施されていた。

新人看護師のストレスの実態調査5）では、研修の語

らいの場の参加観察とストレス指数の経時変化で分

析がされていた。「質的研究」のみの研究はみられ

なかった。

3．研究内容別の分類と概観

1）疲労と睡眠について

　研究方法の量的研究の中で、疲労の測定尺度は、

「自覚症状しらべ」・「自覚症しらべ」18件（32．7％）

が多かった。次いで、　「蓄積的疲労徴候インデック

ス：CFSI；Cumulative　Fatigue　Symptoms　Index」

が8件　（14．5％）、　「VAS　（Visual　Analog　Scale）によ

る主観的疲労感」が4件（7．3％）の順であった。

　睡眠に関しては、「OSA睡眠調査票：OSA　sleep

inventory」が4件（7．3％）、　「VAS（Visual　Analog

Scale）による主観的眠気」が3件（5．5％）みられたが、

ほとんどの調査が研究者による自作質問紙で測定さ

れていた。

　疲労は性差があるとされている6）が、男女を合わ

せて分析した研究がみられた。55件中、明確に女性

のみが対象とされた研究は12件（21．8％）であった。

　生活時間や生活要因を質問項目に組み入れた調査

では、睡眠関連として短い睡眠時間、睡眠中断の有

意なリスク要因7）、家事労働時間に差があると考え

られる看護師の末子の年齢別に生活時間構造と深夜

勤務の疲労の検討8）、生活時間、生活行動基準、生

活意識調査と疲労感の調査9）など、疲労や睡眠の調

査が取り組まれ、生活時間の中での睡眠時間の少な

さが指摘されていた。蓄積的疲労について、主観的

睡眠感の良否による違いの調査では、良好な睡眠が

蓄積的疲労の軽減に有効であると示唆されていた1°）。

疲労と生活習慣では生活習慣全体と蓄積的疲労状況

の分析がされ、睡眠時間との関連がみられた11）。調

査には、抑うつ、バーンアウトに関する調査が併用
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表1 看護職の疲労・睡眠への看護労働対策に関する研究概要（1992年～2011年）

研究者 テーマ 掲載雑誌 巻・号・項 年 研究種類 研究デザイン 調査項目 データ収集法 疲労 睡眠
量的
研究
質的
研究

1 NagaiMakie　et　al 交代勤務を行う看護師の免疫機能に及ぼす
疲労の影響　E悔cts　of　Fatiguθon　lmmune

Journal　o｜

Occupatbnar

53（5｝，312－

319

2011 原著論文 日本の病院で交代勤務（3交代）に携わる

女性看護師57名
疲労感、リンパ球、NK細胞活性 質問紙法 自覚症しらべ

（Jikaku－sho　shirabe）
○

Func加n　in　NurSeS　Pe㎡oming　Shl牝Wo眠 H8al↑h

2 TanakaKatsuto5h 短時間交代の看護師が朝、明るい光に短時 Journal　of 53｛4）、258一 2011 原著論文 2交代制勤務の女性看護師 疲労感、勤務日の朝に明るい光（Bし｝暴 実験法、質問紙法 Ch白cklist　lndividual Karoトinska

etal 間曝露することにより自覚症状および能率 Occupational 266 露、眠気、視覚アナログ尺度で自己評 Str白ngth（CIS） S［白θ加e田S㎝le

が改善される　Bnel　MOrning　Exposure　to

Bnght　Light　lmproves　Subleclive　Symptoms

Heal↑h 価した日勤日後の夜間の睡眠 〔カロリンス力
眠気尺度） o

and　PeHormance　in　Nurses　with　Rap｝dly

R。tatlng　ShiWs

3 折山早苗他 夜勤務労働が看謹師に及ぼす影曽　深夜勤 日本医療・病 48（3｝，147・ 2011 研究報告 深夜動務前日が休日になる三交代制 疲労感、眠気、心電図、サーカディア 実験法、質問紙法 VAS主観的疲労感、 VAS主観的眠
務中の活動量、眠気、疲労感および生理学 院管理学会誌 156 勤務の一般科病棟に勤務する夜勤勤務3 ンリズム（体温）、身体活動量 身体活動量計 気

的指標の変化 年未満の女性看護師7名とコントロール群 ○

4 千葉太郎　他 社会情勢、労働環境、そして健康と疾病一 心身医学 51〔5），408・ 2011 解説

近年の医療情勢と医療従事者の健康 415

5 KubotaKazumi他 病院看護師における仕事中毒と睡眠問題と lndUS↑hal 48⑥，864． 2010 原著諭文 2大学病院の600名 主観的な睡眠不足、日中の勤務時におけ 質問紙法 自作質問紙 自作質問紙

の関連性　Associat｝on　be帆een Health 871 る過度の眠気、朝の覚醒困難、朝の起床

Workaholi5m　and　Sleep　Problems　anrong 時における疲労感 o
Hospi↑a川urses

6 井上セツ子他 精神科看護師の疲労の影響について　2交 日本精神科看 53｛2），291・ 2田0 原著論文 2交代制および3交代制勤務をしている精 畜積的疲労 質問紙法 CFSl 自作質問紙

代と3交代動務体制との比較 護学会誌 295 神科看護者の築盛疲労度について明らか oにし比較すること

7 古屋敷智恵美　他 睡眠時同調査から見た勤務と疲労度の関係 看護 62〔11｝、110一 201D 研究報告 A病院で勤務する看護師113名 行動記録表（睡眠時間、勤務時間、通勤 質問紙法 疲労度スコア 自作質問紙

115 時間）、インシデント報告書 ○

8 大橋裕子　他 病院看護師の疲労に影響を及ぼす要因の検 日本看護医療 12〔1〕，20－29 2010 研究報告 A県内の地域中核病院で謂査協力に同意 職業要因．疲労状態、仕事の特徴、うっ 質問紙法 自作質問紙 OSA睡眠調査
討 学会雑誌 を得られた7施設に勤務する看護職者 傾向．バーンアウト状況、職務満足度、 票

3252名 自律性 ○

9 伊波佑香　他 日勤看護職者におけるティートゥリーを用 医学と生物学 154（5），240・ 2010 原著論文 日勤看績職者14名 アロマオイル2mlを1日1回、就寝前に 実験法、質問紙法 VAS主観的疲労感 VAS主観的眠

いたアロマテラピーの身体および精神健康 245 継続 気

に及ぼす効果の検証 O

10 城憲秀　他 病院看護師の睡眠充足感低下に関与する労

働生活要因の検討

医学と生物学 154〔5），227・

234
2010 原著論文 A県内の地域中核病院で調査協力に同意

を得られた7施設に勤務する看護職者

3252名

職業要因、疲労状態、仕事の特徴、うつ
傾向、バーンアウト状況、職務満足度、
自律性

質問紙法 自作質問紙 OSA睡眠詞査
票、睡眠日誌 O

11 濱田順士 交替制勤務をする看護師の深夜帯勤務での
疲労と対処方法について　負担感とリラク

ゼーションについて考える

神奈川県立保
健福祉大学実

践教育セン
ター看護教育

35，174－181 2010 原善論文 A県内で交代制勤務をしている看護師
501名。2交代、3交代、併用。

疲労の自覚症状、勤務体制に伴う睡醒・

仮眠の状況、リラクゼーションの状況

質問紙法 厚生労働省「労働者

の疲労蓄積自己診断
チェックリスト」の一部修正

自己質問票

○

研究集録

12 佐々木司 生活性のリスクからみた看護師の夜勤【特 看護実践の科 35④，66－71 2010 解説

集；副特集】健康安全生活からみた看護 学

師の夜勤4

13 佐々木司 生活性のリスクからみた看護師の夜勤【特 看護実践の科 35｛3），54・60 2010 解説

集；副特集】健康安全生活からみた看護 学

師の夜勤3

14 佐々木司 生活性のリスクからみた看護師の夜勤【特 看護実践の科 35｛2）、64－72 2010 解説
集；副特集】健康安全生活からみた看護 学

師の夜勤2

15 佐々木司 生活性のリスクからみた看護師の夜勤【特 看護実践の科 35（1）．46－51 2010 解説

集；副特婁】健康安全生活からみた看護 学

師の夜勤　1

16 佐々木司 生活性のリスクからみた看護師の夜勤【特 医療労働 514．46－57 2010 解説
集；副特集】働き続けられる職場づくり

17 剛畝美子 看護・介護職員の疲労感に関連する要因 看護管理 20〔11，68・69 2010 原著論文 リハビリテーション病院において深夜 蓄積的疲労、総睡眠時間、仮眠習慣の有 質問紙法 　　　　　　一・．CFSl 自作質問紙

深夜動務前の仮眠のとリ方に焦点を当てて 動務に従事する看護職員38名と介護職 無、仮眠の工夫、仮眠時の寝つきに要す
39名、合言†77名 る時間、仮眠時間、深夜勤前の疲労の程

（
度、仕事に対するストレス、仮眠を妨げ ）

る家庭内での役割

18 佐々木司 看護労働における夜勤とくに長時間夜勤の 医療労働 5］4．46－57 2009 解説

有害性

19 Derek　R「Smith 日本人看護師における月経障害と腰痛に及 lndustriaI 47〔3｝，301一 2009 原著論文 閉経前看護師816名 腰痛、月経障害等の症状 質問紙法 自作質間紙

eta｜ ぼすその影響　Menstrua［D｝sord8rs　and Health 312
their　lnfluence　on　Low　Back　Pale　among ○

Japanese　Nurses

20 原責美子　他 夜勤時の仮眠による疲労緩和と勤務の集中 北海道農村医 41．113－116 2009 原著論文 看護師31名 アロマセラピー、ヒーリング音楽 実験法，質問紙法 自作質問紙 自作質問紙

カへの影腎　仮眠時にリラクゼーションを 学会雑誌 c．

用いて

21 飯田亜矢子他 二交替勤務導入に伴う16時問夜勤について 日本看護学会 39，134・136 2009 原著論文 臨床経験をもつ、年齢、病棟経験年数 タイムスケジュール、16時間夜勤につい 質問紙法、面接法 自作質問紙 タイムスケジュ

考える　看護師の抱いている気持ちの実態 諭文集看護 の異なる看護師7名 てどのような思いを抱いているか 一 ル

調査を通して 菅理
○ o

22 村田友香他 小豆枕を使用した頸部温竃法による夜勤看 日本看護学会 39，131－133 2009 原著論文 A病棟の夜勤看護師19名 小豆袋を枕にした介入、疲労調査 実験法、質問紙法 自覚症状しらべ

護師の疲労回復への効果 論文集；看護

管理 o

23 市江和子他 総合病院に勤務する女性看護職の蓄張的疲 日赤医学 59（2），459・ 2009 原著論文 総合病院に勤務する女性看膣職678名を 生活習慣、自己効力感、蓄積的疲労 質問紙法 CFSl

労に関する研究　その1　労働と疲労に関 467 対象

する実態調査 o

24 小林知津子他 新卒看護師の職場ストレスと対処行動 山梨大学看護 7（2），13・20 2009 資料 A病院に2007年3月卒集、同年4月に 職場ストレス、対処行動 質問紙法 職場ストレス尺度・

就職後6ヵ月開の変化 学会誌 新採用として就職した新卒看護師のう ストレス反応尺度
ち、研究承諾の得られた3了名を対象と ○
する。卒後社会人経験や．臨床経験が
あるのは除く。

25 田代清美 新人看護師のストレスの実態とコーピング
への支援の試み

日本病院会雑
誌

56②，192・

196
2009 資料 平成19年度．A病院に入植した新人看

護師73名

メンタルヘルスの語らい、ストレス指数 参加観察法、質問紙
法

ストレスチェ・ンク表

〔厚生労働省）

ストレスチェック

表（厚生労働首） o ○

26 狩野真澄美他 当院における勤務体制の評価と課題 砂lrl市立病院 25川，40－45 2009 原著論文 交代制勤務者243名（回収数192名、回収 満足感、疲労感 質問紙法 自作質問紙

医学雑誌 率79％） ○

27 矧ll沙織 看護師における夜勘後の行動と疲労 ナーシング 28〔13｝，130一 2008 原著諭文 交替勤務に従事する女性看護師34名 基本属性、身体的疲労と精神的疲労度 質問紙法 自覚症しらべ タイムスケジュ

V35 Visua！　Analogue　Scale（VAS）、 一 ル

夜勤終了日の過ごし方と溝足度 ○

28 松元假他 看護師が16時問夜勤時にとる仮眠がその後 労働科学 84〔1），25－29 200a 原著論文 埼玉県の400床を有する地域中核病院の 生活時間調査票、主観的疲労感 質問紙法 VAS主観的疲労感 生活時間謂査紙

の疲労感と睡眠に及ぼす影響 急性期病棟の看護師、22名 o

29 市江和子　他 看護師の疲労と生活習慣・自己効力感に関 日本赤十字看 8（1），51．59 2008 原著論文 1．137名の女性看護師 生活習償、自己効力感、蓄積的疲労自己 質問紙法 CFSl

する研究　第1報一疲労と生活習慣・自己 護学会誌 効力感、疲労感 ○
効力感の分析

30 山田裕子　他 看護師の勤務体制と疲労・睡眠に関する研
究

医学と生物学 152（5），195－

202
2008 原著論文 A県B病院で交代勤務に従事する看護

師。病棟管理者は除外。

自覚症しらべ．眠気、自己睡眠評価 質問紙法 自覚症しらべ 眠気の主観的評
価「KSS」、自己

睡眠評価 ○

31 折山早苗他 三交代制勤務従事看護師の深夜勤務中にと 日本医療・病 45（1｝，7・16 2008 研究報告 深夜勤務の看護師7人と、大学生15人 1時間毎の舌下温、疲労感、眠気、さら 実験法、質問紙法 VAS主観的疲労感 VAS主観的眠気

る効果的な短時間仮眠　深夜勤務時間幕の 院管理学会誌 に看護師には心電図、活動計

覚醒水準・作業効率の変化
○

32 鈴木志乃 看護師の疲労状況と誤薬のエラー発生との 日本看護学会 37，496－498 2007 原著論文 A病院で病棟勤務し、3交代勤務、変則 疲労感、誤薬エラー調査 質問紙法 自覚症しらべ

関連について　　「自覚症しらべ」を用いた 論文集：看謹 3交代勤務、外来勤務の299名

実態調査より 管理 O

33 菅原明子他 看護師の夜勤における疲労感と仮眠・休息 日本看護学会 37，472－474 2007 原著論文 A病院で病棟勤務する研究同意を得た女 属性、疲労感、勤務中の眠気、休息感 質問紙法 自覚症しらべ スタンフオード

の閲連　二交替勤務と三交替勤務を比較し 論文集：看護 性看護師344名中203名 眠さ自己評価尺

て 管理 度 ○
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表1 看護職の疲労・睡眠への看護労働対策に関する研究概要（1992年～2011年）

研究者 テーマ 掲載雑誌 巻・号・項 年 研究種類 研究デザイン 規査項目 データ収集法 疲労 睡眠
量的
研究
質的
研究

34 村上奈美他 三交替勤務看類師の健康管理に関する現状 尾道市立市民 22〔2），63－68 2007 研究報告 3交代勤務をしている女性看護師152名 健康状況 質問紙法 労働胴査健庸状況閉
胴査 病院医学雑誌 査（平成14年劇を参

考にオリジナル O

35 谷定裕加他 昼休みの仮眠の効果 日本看護学会 37，叫5－447 2006 原著論文 A病院A病棟看護職Z2名、仮眠群、非 仮眠群へのカフェイン摂取、加算問題、 実験法、質問紙法 自覚症状しらべ 関西学院眠気尺
篇文集：看旗 仮鼠書各11名の比較 睡眠日誌、眠気、疲労醸 度（KSS）、睡眠
総合 日鯵 O

36 深谷若菓　他 看蹟師の夜勧前の自律訓練法導入による疲 日本看護学会 3，348・350 2006 原著論文 公立病院の新生児・未熟児病棟においτ 両群に、アテネの不眠尺度による8項目。 質問紙法 自覚症しらべ アテネ不眠尺度
労回復の効果 論文集：看護 交替制動務を行う看謹節20人．自律訓練 自覚症しらべ （AIS｝

総合 法に取り組む群10人と、対照群として
自律訓練法に取り組まないB群10人。 o

37 田田尚子他 看蹟師の疲労組和に‘’笑い”を用いた効果 日本看話学会 36，152・154 2005 原著鵠文 病棟勤務の25名 笑いを蜻発できると考えられる道具での 実験法、質問紙法 自覚症しらべ
論文集：看護

総合

笑い、疲労感 o

38 関由起子 日本の医療機関における労働環境要因と工 The　K吐akanto 55ω，45・46 2005 原著諫文 公立病院の4病棟に所属する看獲師90名 勤務帯、業務量（看護必要度）．多忙感の 質問紙法 自作質間紙 自作質問紙

ラー発生に関する研究 Medical 有無、多忙による看護業務の遅れの有
Journal 無、勤務前の疲労感、動務前の睡眠時間 o

39 福田幸恵 看薗職員は疲れています’闘いに生かす看 医療労轡 475．33・39 2005 研究朝告 3交代勤務をする病槙看箇師。一般病院 夜勘回数、健庸問題、疲労の程度・症 質問紙法 「教職員のための安 「教職員のため

護購員疲労度アンケートをつくろう一 2施設 状、睡眠状況、平均睡眠時間、準夜勤 全労働衛生入門」を の安全労働衛生
務前の過ごし方、超過動務等 参考 入門」を参考 ○

40 折山早苗他 三交代制勧務従事看霞師の深夜勤務前・ 病院管理 42（3），375・ 2005 研究報告 深夜勤務前日が休日となる三交代制勤務 深夜勤務時間調査、睡眼感、疲労感 質問紙法 目作質問紙 自作質問紙

中・後の仮眠のとり方と勤務中の眠気・疲 3B3 を採用している総病床数200床以上の綜
労の間係 合病院A・8 O

41 林みどり　他 交代勤務に従事する一公立精神病院看護鍾

の自覚的疲労に関する研究
北陸公衆衛生
学会誌

3112｝，76・86 2005 原著鎗文 釜妾鷺籍離藁綴劉灘 自覚的疲労、睡眠時局、慢性疲労に関する内容

実験法、質問紙法 自覚症しらべ サーカディアン

タイプ、睡眠日

のうち、同意が得られた93名 嵩 ○

42 黒田真理子 舗導イメージ法を主としたリラクセーショ 日本看護学会 35．146－148 2005 原著論文 リラクゼーションを実施した42名 睡眠質、感情プロフィール、疲労 質問紙法 自作質問紙 ピツツパーグ睡

ン法の実施による睡眠，疲労に関する効果 論文集：地域 眠質問票
看暫 c‘

43 加蘭小代子他 精神科看薗者が抱く陰性感情とその関わり 目本看瞳学会 35，109・111 2004 原著輪文 精神科看護師22名 不安、抑うつ、怒り、活気、疲労、混乱 質問紙法 感情プロフィール検 惑情プロフイー
方 論文嬢精神 の6つの気分や感情などの主観的側面 査（POMS）と自作質 ル検査（POMS）

看諸 間紙 と自作質問紙 ○

44 久保木寿恵他 深夜勘務における看蕗師の蓄積的疲労とそ 日本看護学会 35．52－54 2004 原著論文 Y病院の3交代勤務を行っている病棟看蹟 勘務状況、仮眠状況、食事状況、入浴状 質問紙法 自覚症状しらべ 自作質間紙

の対処行動に関する研究 論文集：看韻 師254名 況、睡眠感、満腹度、熟睡感、睡眠時間
総含 満足度、日ごろの不安、食欲、仕事の集

中度
o

45 藤内美保他 交代制勧務の看護師における生活時間構造 日本公衆衛生 51（10），874・ 2004 原著鵠文 公立の総合病院で交代制勤務の看護師 生活時間、疲労感、疲労回復状況 質問紙麸 自覚症状しらべ 生活時間調査、

と疲労　束子年齢別による分析 雑誌 蹴 159名 自覚症状しらべ o

鵠 阿部俊子他 夜勤における疲労への具体的対策一看護の EB杣RS州G 4凹，454・458 2004 解説
場での有効な疲労対策

47 藤内美保 交代制勤務の看霞師の生活時間構造と生活 日本看憧研究 27（4｝，17・24 2004 原著論文 O県内の公立の総合病院の交替制勤務 生活時間、疲労感、疲労回復状況 質問紙法 自覚症状しらべ 生活時間調査
意繊および疲労との関連　一般女性有職者 学会雑誌 を行っている看護師300名

および女性教員との比較 o

媚 小林真由美　他 深夜明けの看護師の疲労に対するブライト 日本看糎学会 34，52’53 20D3 原著論文 当院の交代勤務をしている病棟看護節 B群に、深夜明けの午前中に日光浴、あ 実験法、質問紙法 自覚症状しらべ 自覚症状しらべ
ケアの効巣 論文集：看睡 71名 るいは雨天の場合は白色蛍光灯40Wの

総合 下で10分間浴びる o

49 中尾久子他 看籏職における職業性ストレス，生活習慣 山ロ県立大学 7．25・31 2003 原著論文 A県の総合病院に勤務する女性看旗師 労働条件、彙務ストレス、蓄積疲労、抑 質問紙法 CFSIから自作10項目 自作質問紙
と精神的不健庸度の関連性 看護学部紀要 946名 うっ、飲酒習慣、アルコール依存症スク

リーニングテスト．喫煙習慣、運動習慣、 o
睡眠習領

50 福川康之　他 交替勘務スケジュールが看護師の気分変動 心理学研究 74（4），354一 2003 原著論文 東海北陸地謂の国立病院・療養所〔31施 勤務スケジュール、毎日の気分、勤務形 質問紙法 感情プロフィール検 自作質問紙
に及ぼす影■ 361 設）に勤務する看護師を対象、3390名 態 査（POMS〕 o

5丁 草野昌樹他 医療関係者の睡眠習慣実態について 厚生の指標 50（13），30・36 2003 原著論文 医科大学附属病院に勤務する意思、看護 勤務時間、睡眠時間、就寝時間帯、睡眠 質問紙法 自作質問紙 自作質問紙

師、奉務職員、1341名 不足時の対処法、疲労度を判定する生活
習慣

o

52 清水菜登子　他 勘務体制改善による疲労自覚症状講査　休 徳島赤十宇病 8（11，156・159 2003 研究報告 当病棟看謹師20名 疲労感 質問紙法 自覚症状しらべ

み深夜を拭みて 院医学雑誌 ○

53 佐苗美紀他 三交替勤務に従事する女性看護師の蓄積的 日本看請医療 4（1），28－35 2002 原署鯵文 愛知県A病院、T病院の看護師422名を対 三交智勤務の女性看護師229名について 質問紙法 CFSl OSA睡眠調査票
疲労と主観的睡眠感との関係 学会錐誌 象 睡眠感得点により睡眠感良好群と睡眠感

不良群分類、蕎積的疲労、 ．へ

休日の過ごし方、休養充足感 ∪

54 伊与恭子他 夜勤看霞婦の疲労綴和にアロマテラピーは 日本集中治療 9（1｝，55・56 2002 資料 対康は集中治療室や冠状動脈疾息集中 アロマテラピー、疲労感 実験法、質問紙法 自覚症状しらべ
有効か 医学会雑誌 治療窒において、2交代制勤務に従事す

る看護婦45 o

55 佐々木吉子他 交替勤務制におけるリスクマネジメント；安 看書管理 1102｝．991・ 2001 総説

全な看霞環境のための文献的考寮 996

酪 米潭弘恵他 三交替勤務看酉者の蓄積的疲労と睡眠感の 愛知県立看田 6．9・†7 2000 原著論文 愛知県A病院、T病院の看護者442名 三交替動務看護者の蓄積的疲労、睡展感 質問紙法 CFSl OSA睡眠調査票
経験年数による比較　三交普勤務看護者の ×学紀要

書積的疲労と睡田感の経験年数による比較 O

57 TakahashiMasaya
eta｜

生物学的リズム　16時間夜動体制と関連し

た看護郷勤務負担　交代制間の昼寝の効果
Psychほ的
a㎡Clinica1

53（2），223・

225
1999 原著論文 看護師40名（1群20名）2交代と3交代の

比較

自覚症状、身体活動度、心拍数 質問紙法 灘麟樫も
英踊 Neu⑩sciences o

58 TakahashiMasaya
et　al

16時間夜勤看護婦における交代作業関係問
題　2　自覚症状、身体活動度，心拍数、

及び腫眠に及ぼす効果

lndustnal

H6al治

37〈2），228・

236
1999 原著論文 看護師40名｛1群20名）2交代と4交代の

比較

自覚症状．身体活動度、心拍数心拍数
　・R間隔）と活動度〔加速度センサーと緩斜センサー［

実験法、質問紙法 鰹賭樫c［
○

59 斉藤良夫 病院看匪婦が日勤・深夜勤の連続勤務時に 産秦衛生学雑 40β），67・74 1998 原著餓文 病院看護婦21001名 平均仮眠時間、仮眠時刻、疲労感 質間紙法 自作質問紙 自作質問紙

とる仮眠の実態とその効果 誌
o

60 上田稚代子 3交替勤務をしている看護職のライフスタイ 看護展望 23の，835・ 1998 原著論文 A医科大学病院で3交代動務をしている 日常生活習慣、慢性疲労、QOL 質問紙法 CFSl
ルの状況と慢性的疲労及びQOLとの関連 843 看護職217名 o

61 富永幸江 看護者の仕亭上のストレスと健康管理との 神奈川県立看 23，268－274 1998 研究報告 公立系の綜合病院2施設で3交替性勤務 ストレス、慢性疲労 質問紙法 CFSl
関係 護教青大学校 を行っている病棟看護婦283名

看覆教育研究
集鋒

○

62 松本三樹他 三交代制動務に従事する看護婦の実情詞査 精神神経学雑 98（1｝，11－26 1996 資料 全国の大学病院80ヶ所と附属病院病榛 腫眠、睡眠感、疲労、抑うつ、身体的自 質問紙法 自始置状しらべ OSA睡眠頑査
勤務スケジュール，睡眠感．疲労感および 島 看請婦189名のアンケート 覚症状、交代制勤務が社会生活におよぼ 票、睡醒日誌
抑うつについて す影唇性格傾向 c‘

63 喜多村雄至他 交代勘務に従事する看護姥の自覚的睡眠感 臨床精神医学 23（4），449・ 1994 研究報告 3交代勤務に従事の看護婦口47名）と日勧 精神健康萌査票（GHQ）、睡眠、疲労 質問紙法 自作質問紙 GHQ、自作質
と精神健康に関する調査日勘看蹟婦とのア 460 のみの看護掻〔45名｝を対象 間紙

ンケート損査による比較を中心にして O

囹 栗原美苗　他 外来勤務における疲労と健康管理日動と拘 防衝衝生 39〔6），187・ 1992 研究報告 外来看護婦および看護師19名 疲労感．下肢周囲測定、フリッカーテス 実験法、質問紙法 自覚症状胴べ〆ブリツ 自作質問紙

束勤務の疲労度の測定 194 ト、パイタルサイン、睡眠時間 カー値、下肢周囲測
定

○
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看護職の疲労と睡眠に対する労働支援に関する研究動向

されていた。看護職の疲労感は高く、：夜勤、交代制

勤務による疲労・睡眠への影響に関する論文が多く

みられた。

　疲労対策の取り組みとして、55件中に質問紙法と

ともに実験法が10件（19．2％）取り入れられていた。

2交代勤務夜勤の仮眠時にアロマテラピーを導入し

ての疲労対策12）、笑いの疲労緩和、特に身体的疲労

緩和に対する効果について13）、サーカディアンリズ

ムをリセットするブライトケアについて14）、小豆枕

を夜勤仮眠時に頸部から肩に当たるように枕の上に

のせ使用することで疲労回復を図る15）、疲労状況と

リラクゼーション方法16）、誘導イメージ法を主とし

たリラクゼーション法の効果17）などから、疲労軽減

や睡眠の効果が明らかにされていた。

　看護職の睡眠や疲労の現状と対策は明らかにされ

ている一方、看護職全体への、疲労と睡眠に対する

労働支援の総合的な提言に関する論文はほとんどみ

られなかった。

2）労働内容について

　勤務状況に関しては、2交代・3交代勤務者のどち

らか、あるいは両方が選ばれていた。日勤看護職の

みを対象とした調査が、1件みられた。分析は比較

研究が多く、対象者の選抜は、無作為、対象者の属

性・背景別・交代制勤務別、介護職間で抽出されて

いた。

V．考察

1．研究の推移について

　わが国の看護をめぐる時代背景18）としては、2002（平

成14）年には、　「健康日本21」を中核とする国民の

健康づくりを更に積極的に推進する法的基盤を整備

するため、健康増進法が制定された。労働者の過重

労働による健康障害防止対策については、2002（平

成14）年に、事業者が講ずべき措置を取りまとめた

「過重労働による健康障害防止のための総合対策」、

2006（平成18）年には、長時間の時間外・休日労働

を行った労働者に対する医師による面接指導制度の

創設などに伴い、新たな「過重労働による健康障害

防止のための総合対策」が策定された。2010（平成

22）年に育児・介護休業法が、少子化対策の観点から、

男女ともに子育てや介護をしながら働き続けられる

雇用環境を整備するための法改正がされた。今回、

対象とした論文における研究の取り組みとしては、

2003年からの論文発表が定期的にされており、看護

労働への関心がうかがえる。　「看護師等の人材確保

の促進に関する法律」の最終改正は2006（平成18）

年で、1992年（平成4）年に「看護婦等の人材確保の

促進に関する法律」が公布された。論文の緒言、研

究背景には、看護労働をめぐる動向が述べられ、研

究目的や研究動機と政策との関連が示唆される。

2．論文内容について

　看護職の疲労と睡眠に関する文献からは、量的に

疲労感や睡眠感を測定する調査が多く、客観的な分

析がされていた。質的研究が2件と少なく、主観的

な疲労・睡眠に関する意識を客観的に明らかにする

調査法の検討が求められる。

　疲労は性差があるとされているが、男女を同一に

して分析されている研究がみられた。蓄積的疲労徴

候の調査においては、女性の疲労徴候の平均訴え率

が男性を上回り、全般的に女性の疲労感の訴えが高

い傾向が認められとされ、別々の分析がよいと指摘

されている4）。明確に研究対象者の男女を区分した

記述がある研究は少なかった。研究対象の選択時に

おける文献検討を、さらに深める必要性があると考

える。

　疲労対策への対象として、実験法でさまざまな対

処が検討されていたが追研究がほとんどみられてい

ない。また、研究発表者においても、妥当性につい

ての検証を継続的に実施されていない現状がある。

疲労・睡眠に関しての、看護職全体の対策について

の研究が散見するのみで、これまでの研究内容の蓄

積を土台にした研究活動が期待される。看護職の疲

労と睡眠に関して、患者の安全と健康を守るため、

看護職自身が心身の健康を保持増進するための対策

の検討が重要である。

　勤務状況に関しては、2交代・3交代勤務について

検討がされているが、夜勤の負担感はどの勤務帯に

おいても荷重である。米澤19）は、夜勤時間を実質的

に短縮化していこうとすれば増員は避けられず、ま

た就業規則上の措置も必要となると述べ、現行施設

基準の改善を図ることで問題点を明確化し、働きや

すい環境の整備を進めていかなければならないと指

摘している。看護職の疲労・睡眠についての包括的

な看護労働対策を進めることが課題といえる。

V［．結語

1．年代別にみる論文報告は64件の論文があり、

　2010年が12件（18．8％）、2009年が10件（15．6％）の順

　であった。

2．研究の種類と研究デザインでは、　「原著論文」
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40件（62．5％）が最も多く、研究方法は、　「解説・

総説」の9件を除いた55件の全てが「量的研究」

であった。その中の2件が「質的研究」として面

接法、参加観察法を組み合わせていた。

3．疲労の測定尺度は、　「自覚症状しらべ」・「自

覚症しらべ」18件（32．7％）が多かった。

4．対象としては、男女を合わせて分析した研究が

みられた。明確に研究対象者の男女を区分した記

述がある研究は少なかった。

5．看護職の睡眠や疲労の現状は明らかにされてい

　る一方、看護職全体への、疲労と睡眠に対する労

働支援の提言に関する論文はほとんどみられなかっ

　た。

　本研究の内容については、日本看護研究学会第39

回学術集会で発表した。

　本研究は、平成24年度　科学研究費助成事業　　〈基

盤研究（C）；課題番号24593280＞を受けて行った。
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看護職の疲労と睡眠に対する労働支援に関する研究動向

Trends　in　the　labor　support　of　fatigue　and　sleep　fbr　the　nurses

Yoshie　KURITA，　Kazuko　ICHIE，　Yoko　MIYATAKE，　Kiyomi　SUGIHARA

Abstract
【Purpose】The　obj　ective　of　this　study　is　to　gain　insight　into　fatigue　alleviation　and　sleep

support　measures　currently　implemented　fbr　Japanese　nurses　and　discuss　issues　regarding

support　that　will　be　necessary　in　the　future．

【Method】In　this　study，64　studies　were　retrieved　in　a　keyword　search”皿rsing　jobs＋

fatigue＋sleep”from　the　Ichu－Shi　Web（ver5），　Saishin　Kango　Sakuin　Web，　and　CiNii．

【Results　and　Discussion】Analysis　of　these　studies　indicated　that　the　first　academic　paper

on　this　subj　ect　was　published　in　l994，　and　the　number　of　related　papers　increased　from

2003．All　but　two　of　these　studies　were　quantitative．　There　have　only　been　a　few　papers　that

examined　support　of　nurses　in　terms　of　fatigue　and　sleep．　Therefore，　implementation　of

comprehensive　fatigue　alleviation　and　sleep　support　measures　is　the　key　task　for　meaningful

future　supPort　of　nurses．

」Kのノ肋酷：f・tig・・，・leep，　nurse，　Lit・・at・・e・evi・w
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